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この度、久我山園の施設長を仰せつかりました。
私が、就職した当時の生活相談員としての任務は多岐にわたり、代理人の身分証明と

本人の委任状さえ持参すると、預金の解約さえもできてしまうほど、公的な信用があっ
たので、責任重大でした。また、明治生まれの激しい生き様の方には、ご本人はもちろ
ん、その方のご家族にも相当に揉まれました。時にはさる筋の方とある事件で被害に
遭ったご利用者様のお金を取り戻すために交渉するなど、怖い思いもいたしました。今
では貴重な経験ができ、現在の仕事の礎になっていると感謝しています。

その後、高齢者福祉がビジネスとして各方面から注目されて、今日の様な状況になり、
私は介護支援専門員として生活相談員との兼務をして参りました。

ご利用者様の心の中の希、ご家族の願いと、スタッフの援助サービスを結びつけるの
が役割です。提供する側と、受ける側の溝を少しでも埋めるように留意してきました。
この任務は当分兼務しながら参ります。

ざっとこの様な経歴ではございますが、いずれにしても施設の中での経験だけですの
で、管理者としてこれからは色々なことを学びながら、ご利用者様やスタッフを支え、
法人や地域や関係諸団体の皆様と協働の輪の中で、高齢者施設の個性的なモデルとなる
様に努力していく所存です。
私や久我山園にとっては大変な航海の幕開けと、東日本大震災と福島原発事故がほぼ同
時期に起きていますが、前途多難というよりも覚悟を決めて仕事にかかれと示唆されて
いると思っています。

皆様方より一層のご指導・ご鞭撻のほどを切にお願い申し上げて、就任の挨拶といた
します。


